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●
野
球
の
試
合
に
出
た
。
１
年
以
上
ボ
ー

ル
す
ら
触
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
意
外
に

も
無
失
策
で
ヒ
ッ
ト
１
本
。
家
に
帰
り
、

ビ
ー
ル
片
手
に
１
時
間
ほ
ど
嫁
に
自
慢
話

を
聞
か
せ
た
。
次
の
試
合
も
声
が
掛
か
り
、

今
度
は
シ
ョ
ー
ト
で
先
発
出
場
。
結
果
は
、

４
打
数
無
安
打
、２
失
策
。
家
に
帰
り
、ビ
ー

ル
２
本
を
飲
ん
で
静
か
に
寝
た
。  

〈
和
久
〉

28

柳
川
ゆ
か
り
の
二
人
の
洋
画
家
、
龍
駿
介
と
石
橋
美
三
郎

新

市
史
抄
片

編
集
後
記

●
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
組
み
写
真
の

部
で
、
水
害
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
た
昨

年
の
８
月
１
日
号
６
、７
ペ
ー
ジ
が
入
選
。

実
は
一
枚
写
真
の
部
で
６
月
15
日
号
の
表

紙
も
県
を
代
表
し
出
品
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は

入
賞
を
逃
し
た
が
、
こ
れ
も
取
材
に
ご
理

解
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。〈
賢
治
〉

平成 25 年 4 月末現在

人 のうごき

　

柳
川
市
史
編
さ
ん
事
業
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
柳
川
ゆ
か
り

の
美
術
家
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、

龍り
ゅ
う
し
ゅ
ん
す
け

駿
介
と
石い

し
ば
し橋
美み

さ
ぶ
ろ
う

三
郎
と
い
う
二
人
の
洋

画
家
を
紹
介
し
ま
す
。

　

龍
駿
介
（
１
８
８
９
〜
没
年
不
詳
）
は
、

明
治
22
年
、
柳
河
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

生
地
に
つ
い
て
は
高
田
町
と
の
情
報
も
あ

り
、
今
後
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
龍

清せ
い
ろ
く六
が
元
の
名
前
。
上
京
し
、
遠
山
五
郎
、

山
本
森
之
助
、
南
薫く
ん
ぞ
う造
に
師
事
し
、
川
端

画
学
校
に
も
学
び
ま
し
た
。
昭
和
初
年
ご

ろ
に
光こ
う
ふ
う
か
い

風
会
展
や
白は

く
じ
つ
か
い

日
会
展
に
入
選
。
昭

和
６
（
１
９
３
１
）
年
に
柳
川
の
伝
習
館

講
堂
と
柳
河
高
等
女
学
校
講
堂
に
お
い
て

個
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昭
和
７
年
か

ら
８
年
春
に
か
け
て
熊
本
県
天
草
に
滞
在
、

同
９
年
に
は
満
州
に
渡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
の
風
景
画
を
多
数
制
作
し
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
10
年
３
月
ご
ろ
、
龍
清
六
を
龍
駿

介
と
改
名
。
昭
和
13
年
に
は
実
業
家
、
渋

谷
正
吉
の
依
頼
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
国
総
統
、

イ
タ
リ
ア
国
首
相
、
満
州
国
皇
帝
に
献
上

す
る
富
士
山
図
を
依
頼
さ
れ
制
作
し
注
目

さ
れ
ま
す
。
同
年
よ
り
富
士
山
を
専
門
的

に
描
く
よ
う
に
な
り
、
徳と
く
と
み富
蘇そ

ほ
う峰
ら
の
後

援
に
よ
る
「
富
士
洋
画
展
」
を
た
び
た
び

開
催
し
ま
し
た
。
戦
後
も
富
士
山
図
の
制

作
を
続
け
、
た
び
た
び
富
士
油
絵
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
昭
和
55
年
ご
ろ
に
は
東
京

都
練
馬
区
東
大
泉
町
に
住
ん
で
い
た
よ
う

で
す
が
、
没
年
も
含
め
て
そ
の
後
の
履
歴

は
不
明
で
す
。

　

石
橋
美
三
郎
（
１
８
９
３
～
１
９
６
８
）

は
、
明
治
26
年
、
瀬
高
町
下し

も
の
し
ょ
う
庄
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
福
岡
県
立
中
学
伝
習
館
を
中
途

退
学
し
、
明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
上
京
、

太
平
洋
美
術
研
究
所
に
学
び
ま
し
た
。

　

大
正
後
期
か
ら
太
平
洋
画
会
展
を
本
拠

と
し
、
一
方
で
並
行
し
て
二に

か

か

い

科
会
展
を
も

発
表
の
場
と
し
ま
し
た
。
太
平
洋
画
会
で

は
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
に
会
員
に
推

挙
さ
れ
、
同
会
の
幹
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
同
展
を
発
表
の
場
と
し
ま
し
た

が
、
昭
和
12
年
か
ら
は
石
井
柏は

く
て
い亭
、
有
島

生い
く
ま馬
、
安
井
曾そ

う
た
ろ
う

太
郎
ら
の
発
起
に
な
る
一

水
会
展
に
参
加
し
ま
し
た
。
昭
和
６
年
ご

ろ
か
ら
10
年
代
に
か
け
て
、
柳
川
を
含
む

九
州
各
地
で
の
個
展
を
毎
年
の
よ
う
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
後
に
は
示し
げ
ん
か
い

現
会
展
に
も

参
加
。
昭
和
43
年
死
去
。
立
花
家
史
料
館

に
石
橋
美
三
郎
が
描
い
た
肖
像
画
が
残
る

他
、
福
岡
県
立
美
術
館
、
み
や
ま
市
立
図

書
館
な
ど
に
遺
作
が
あ
り
ま
す
。

　

二
人
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
部
分

も
多
く
、
情
報
や
作
品
を
持
っ
て
い
る
人

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

市
史
専
門
研
究
員
　  

植
野 

健
造

●
吉
川
静
子
さ
ん
と
い
う
人
を
ご
存
じ
で

す
か
。
ス
イ
ス
在
住
で
世
界
的
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
芸
術
家
で
す
。
疎
開
で
神
戸
か

ら
柳
川
に
や
っ
て
来
て
、
城
内
小
か
ら
伝

習
館
を
卒
業
。
祖
父
が
柳
川
高
校
の
創
設

者
、
大
沢
三
入
氏
と
の
こ
と
。
吉
川
さ
ん

か
ら
、
柳
川
の
こ
と
が
懐
か
し
く
な
っ
た

と
、
市
へ
メ
ー
ル
を
頂
き
ま
し
た
。〈
英
一
〉

■ 

問
い
合
わ
せ

　

 

市
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
係
（
☎
72
・
１
２
７
５
）

●人口 70,675 人（前月比 9）
　　男　33,450 人（-6）
　　女　37,225 人（15）
　　　   出生　49 人、死亡   73 人

　　　   転入 289 人、転出 256 人

●世帯数　24,900 世帯（54）

龍駿介「富士山」
1944 年、 油 彩・ カ ン ヴ ァ ス、
65.5cm × 91.0cm（30 号 P）、個人
蔵（柳川古文書館寄託）

石橋美三郎「柳川風景」
昭 和 初 期、 油 彩・ カ ン ヴ ァ ス、
45.7cm × 53.2cm（10 号 F）、個人
蔵
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NO.

ページ今号の内容

◆�風水害に備えよう
◆春の褒章・叙勲ほか
◆今から熱中症対策をほか
◆火の取り扱いには十分注意ほか

2～ 9
10～ 11
12
13

◆市民のひろば (14-15)　◆川柳 (15)　◆
図書館 ･ 水の郷ニュース、柳川百選まち歩
き (16-17)　◆情報わいど (18-23)　◆が
んばったね・ぬくもり（23-24）　◆もちふ
みデビュー(24-25)　◆保健ガイド(26-27)
◆新市史抄片 (28)

運動会で笑顔はじける
　矢ヶ部校区公民館運動会が 5月 12日、矢ヶ部小学校
運動場で開催されました。大人が出場した地区対抗障害
物リレーでは、ハードルを越えたり、つり下げたお菓子
の袋を口でくわえたりして、笑顔で競技を楽しみました。


